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時
代
で
変
わ
る
働
き
方

　

働
き
方
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
世
の
中
が
変
わ
り
、
働
く
人

の
価
値
観
が
変
わ
り
、
社
会
通
念
が
変
わ
り
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
さ

ら
に
ま
た
一
人
ひ
と
り
が
変
化
し
て
、
そ
の
変
化
が
働
き
方
に
現
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
行
わ
れ
る
法
改
正
は
、
変
化
を
強
く
後
押
し
す
る
力
と

し
て
作
用
す
る
。
た
と
え
ば
働
く
女
性
が
妊
娠
し
た
場
合
、
か
つ
て
は
産

休
・
育
休
を
取
得
し
た
も
の
の
、
職
場
復
帰
せ
ず
結
局
辞
め
て
し
ま
う
こ

と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
と
く
に
正
社
員
で
は
、
時
短
勤
務
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
職
場
復
帰
す
る
の
が
当
た
り
前
化
し
て
い
る
。
背
景

と
し
て
、
法
改
正
に
よ
り
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に

関
し
て
、
一
日
の
所
定
働
時
間
を
原
則
と
し
て
六
時
間
と
す
る
育
児
時
短

勤
務
制
度
の
導
入
が
、
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

い
ま
例
示
し
た
よ
う
に
、
働
き
方
の
変
化
は
、
男
性
に
比
べ
女
性
に
お

い
て
、
よ
り
大
き
い
。
理
由
は
、
働
く
女
性
が
増
え
た
こ
と
。
二
〇
〇
五

年
以
降
、
就
業
し
て
い
る
一
五
～
六
四
歳
男
性
は
約
八
割
で
横
這
い
だ
が
、

一
五
～
六
四
歳
女
性
は
、
五
八
・
一
％
か
ら
七
一
・
三
％
に
増
え
て
い
る

（
図
１
）。

　

こ
れ
を
、
女
性
の
年
齢
階
層
別
労
働
力
率
（
当
該
年
齢
階
層
の
人
口
の

中
で
働
い
て
い
る
か
働
く
意
欲
が
あ
る
人
の
割
合
）
で
見
て
み
る
と
、
と

く
に
二
五
～
二
九
歳
・
三
〇
～
三
四
歳
女
性
に
お
い
て
劇
的
に
上
が
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
八
一
年
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
・
〇
％
と

四
八
・
九
％
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
七
一
・
一
％
と
五
八
・

八
％
。
二
〇
二
一
年
に
は
さ
ら
に
八
六
・
九
％
と
七
九
・
四
％
に
ま
で
上

昇
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
こ
の
層
の
落
ち
込
み
を
ロ
ー
マ
字
の
「
Ｍ
」
に

見
立
て
、
労
働
力
率
の
Ｍ
字
カ
ー
ブ
と
呼
ん
で
い
た
が
、
欧
米
諸
国
同
様
、

す
で
に
Ｍ
字
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

変
化
の
背
景
は
こ
う
だ
。
か
つ
て
は
、
男
性
が
外
で
働
い
て
お
金
を
稼

ぎ
、
女
性
は
就
職
し
な
い
か
、
し
て
も
補
助
的
業
務
に
就
き
数
年
で
退
職

す
る
の
が
当
た
り
前
。
二
〇
代
半
ば
く
ら
い
ま
で
に
結
婚
、
そ
の
後
出
産

し
、
専
業
主
婦
と
し
て
家
庭
の
維
持
に
努
め
る
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
通

例
が
崩
れ
た
。
そ
も
そ
も
結
婚
し
な
か
っ
た
り
、
晩
婚
・
晩
産
化
も
加
速

女
性
の
働
き
方
は
変
わ
る
か

―
―
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
拡
大

平
田
未
緒
・
株
式
会
社
働
き
か
た
研
究
所
　
代
表
取
締
役

ひ
ら
た
・
み
お
◉
一
九
九
六
年
よ
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
て
、

企
業
の
人
事
管
理
と
働
く
人
（
正
社
員
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
）
の
就
業
意
向
な
ど
生
の
声
を
取
材
。
二
〇
一
三
年
同

所
所
長
を
経
て
独
立
、「
誰
も
が
働
く
こ
と
で
成
長
と
貢
献

の
喜
び
を
感
じ
合
え
る
社
会
を
創
る
」
を
事
業
目
的
に
人
事

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
。
著
書
に
『
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
の
活
か
し
方
・
育
て
方
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
な
ど
。

厚
生
労
働
省
「
社
会
保
障
審
議
会
（
短
時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
等
に
関
す
る
特
別

部
会
）」
委
員
、
中
央
大
学
大
学
院
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
客
員
教
授
な
ど
公
的
経
験
も
多
数
。
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し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ク
は
あ
れ
、
結
婚
・
出
産
し
て
も
仕
事
を
続
け
る
女

性
も
増
え
て
い
る
。

　

多
様
化
す
る
﹁
働
く
女
性
﹂

　

要
す
る
に
、
一
口
に
「
働
く
女
性
」
と
言
っ
て
も
、
そ
の
内
実
は
多
様

化
し
て
い
る
。
世
代
に
よ
る
違
い
も
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
私
が
実
際
に

知
る
だ
け
で
も
、
こ
ん
な
女
性
た
ち
が
い
る
。

・
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
フ
リ
ー
タ
ー
を
経
て
正
社
員
に
。
店
舗
の
数
値
責
任

を
負
い
、
深
夜
勤
務
も
し
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト
二
〇
人
を
雇
用
管
理
す

る
二
〇
代

・
正
社
員
で
就
職
後
、
二
〇
代
後
半
で
結
婚
。
二
子
を
出
産
し
、
二
回
の

育
児
時
短
勤
務
を
経
て
復
職
し
仕
事
を
継
続
す
る
三
〇
代

・
正
社
員
で
就
職
後
、
三
〇
代
で
結
婚
を
機
に
退
職
。
あ
え
て
パ
ー
ト
で

再
就
職
し
、
自
ら
の
創
作
活
動
と
夫
と
の
二
人
暮
ら
し
に
時
間
的
な
ゆ

と
り
を
求
め
る
三
〇
代

・
正
社
員
で
就
職
後
、
転
職
し
て
管
理
職
に
。
そ
の
後
独
立
し
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
で
東
京
出
身
の
夫
と
九
州
に
移
住
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
も
活
用
し

な
が
ら
自
然
の
中
で
二
子
を
育
て
る
三
〇
代

・
三
〇
代
半
ば
ま
で
大
手
企
業
で
働
き
異
例
の
昇
進
を
す
る
も
結
婚
退
職
。

数
年
で
再
就
職
し
、
離
婚
。
他
県
に
移
住
し
、
そ
の
再
就
職
先
で
テ
レ

ワ
ー
ク
す
る
中
、
取
締
役
就
任
を
打
診
さ
れ
て
い
る
四
〇
代

・
正
社
員
で
就
職
後
、
二
〇
代
後
半
で
転
職
。
転
職
先
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
で
頭
角
を
現
し
、
次
期
経
営
者
と
し
て
期
待
さ
れ
活
躍
す
る
三
〇
代

・
子
ど
も
最
優
先
の
生
活
に
す
る
た
め
、
結
婚
後
出
産
を
機
に
退
職
。
復

職
は
パ
ー
ト
で
、
か
つ
週
二
〇
時
間
未
満
勤
務
と
決
め
て
い
る
四
〇
代

・
出
産
後
パ
ー
ト
で
再
就

職
し
た
会
社
で
正
社
員

登
用
。
出
産
前
か
ら
仕

事
は
好
き
で
、
今
も
や

り
が
い
は
感
じ
る
も
の

の
、
残
業
が
恒
常
化
し

疲
労
も
大
き
く
、
働
き

方
の
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
を

考
え
る
五
〇
代

・
パ
ー
ト
で
再
就
職
後
、

子
ど
も
が
大
き
く
な
る

に
つ
れ
勤
務
時
間
を
増

や
し
、
今
で
は
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
。
時
給
も
ア

ッ
プ
し
、
職
場
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

五
〇
代

・
保
育
園
の
正
職
員
と
し

て
働
き
、
結
婚
・
出
産
。
図１●女性の就業率の推移

備考：１．総務省「労働力調査（基本集計）」より作成。
　　　２．2011 年の就業率は、総務省が補完的に推計した値。
出所：内閣府「男女共同参画白書 2022 年版」
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そ
の
後
離
婚
し
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
三
人
の
子
ど
も
を
一
人
で

養
い
、
成
人
さ
せ
つ
つ
あ
る
五
〇
代

　

読
ん
で
み
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
生
身
の
女
性
の

多
様
な
働
き
方
の
中
に
、
個
々
の
意
思
に
基
づ
く
人
生
選
択
と
、
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

就
労
を
抑
制
す
る
仕
組
み

　

多
様
化
す
る
女
性
の
働
き
方
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
直
接
的
な
影
響
を

与
え
て
き
た
社
会
的
な
仕
組
み
が
存
在
す
る
。
俗
に
「
夫
の
扶
養
内
」
な

ど
と
称
さ
れ
て
き
た
、
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
人
に
の
み
適
用
さ
れ
る
、
公

的
な
二
つ
の
制
度
だ
。

　

一
つ
は
、
税
金
に
関
わ
る
制
度
で
あ
る
。
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別

控
除
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
妻
の
年
収
が
一
定
以
下
だ
と
、
夫
が
支
払
う

税
金
が
安
く
な
る
。
も
う
一
つ
は
社
会
保
険
に
関
わ
る
も
の
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
妻
は
、
自
ら
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
、
将

来
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
る
。

　

両
者
は
全
く
異
な
る
仕
組
み
だ
が
、
い
ず
れ
も
「
妻
が
少
な
く
働
く
と
、

夫
の
扶
養
家
族
と
み
な
さ
れ
、
夫
婦
で
合
算
し
た
世
帯
年
収
が
増
え
る
」

と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
結
婚
し
妻
と
な
っ
た
女
性
の
就

労
を
抑
制
す
る
方
向
に
、
作
用
し
続
け
た
。
半
面
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

応
じ
、
二
つ
の
仕
組
み
は
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
き
て

も
い
る
。
実
際
、
こ
の
一
〇
月
か
ら
、
社
会
保
険
に
関
わ
る
制
度
内
容
が
、

ま
た
一
つ
変
化
す
る
。
そ
れ
が
、
本
稿
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
短

時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
」
だ
。

　

ま
ず
は
、
制
度
の
概
要
か
ら
説
明
し
よ
う
。
社
会
保
険
に
お
け
る
「
夫

の
扶
養
内
」
と
は
、「
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
夫
の
妻
が
、
妻
自
身

で
は
社
会
保
険
の
加
入
要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
年
収
が
一
三
〇

万
円
未
満
の
場
合
、
夫
の
社
会
保
険
に
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
で

き
る
」
こ
と
を
言
う
。
第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
と
、
妻
自
身
も
夫
も
、

そ
の
保
険
料
を
支
払
う
必
要
が
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
妻
は
将
来
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、多
く
の
世
帯
で
「
と
っ
て
も
お
得
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
も
、
働
く
妻
が
扶
養
の
範
囲
内
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
妻
が
自
ら

保
険
料
を
支
払
わ
な
い
だ
け
で
な
く
、
事
業
主
側
も
事
業
主
負
担
分
を
支

払
う
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
要
す
る
に
、
労
使
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
妻
で
あ
る
女
性
の
就
労
抑
制
効
果
も
強
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
以
降
、
社
会
保
険
の
加
入
要
件
が
段

階
的
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
。
そ
れ
ま
で
「
自
ら
」
社
会
保
険
に
加

入
し
、
保
険
料
を
支
払
う
の
は
、
週
所
定
労
働
時
間
が
三
〇
時
間
以
上
の

労
働
者
だ
け
で
、
多
く
の
パ
ー
ト
が
適
用
外
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
次

の
よ
う
な
人
も
「
自
ら
」
社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

①
勤
務
先
が
従
業
員
（
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
対
象
者
）
五
〇
一
人
以

上
、
②
週
の
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上
三
〇
時
間
未
満
、
③
月
額

賃
金
が
八
・
八
万
円
以
上
、
④
雇
用
期
間
が
一
年
以
上
見
込
ま
れ
る
、
⑤
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昼
間
学
生
で
は
な
い
。

　

要
す
る
に
、
仮
に
週
所
定
労
働
時
間
が
同
じ
二
五
時
間
の
パ
ー
ト
で
も
、

「
勤
務
先
が
大
企
業
な
ら
自
ら
社
会
保
険
に
加
入
す
る
が
、
中
小
・
零
細

企
業
の
場
合
は
夫
の
扶
養
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
」
状
態
が
作
ら
れ
た
。

　

適
用
拡
大
の
影
響

　

本
年
一
〇
月
か
ら
の
変
更
は
、
④
の
雇
用
期
間
が
「
二
ヵ
月
超
」
と
な

る
こ
と
。
加
え
て
①
勤
務
先
の
従
業
員
規
模
の
拡
大
だ
。
具
体
的
に
は
、

新
た
に
「
従
業
員
一
〇
一
～
五
〇
〇
人
の
企
業
」
で
働
く
パ
ー
ト
も
、
所

定
労
働
時
間
が
週
二
〇
時
間
以
上
の
場
合
、
自
ら
社
会
保
険
に
加
入
し
保

険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
影
響
と
は
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、

週
所
定
労
働
時
間
を
二
〇
時
間
未
満
に
短
縮
し
た
り
、
一
〇
〇
人
以
下
の

企
業
に
転
職
す
る
動
き
が
出
る
の
か
？　

と
い
う
こ
と
だ
。

　

ま
ず
は
事
業
主
側
の
視
点
で
見
て
み
よ
う
。
パ
ー
ト
の
な
り
手
が
潤
沢

で
あ
れ
ば
、
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
分
の
支
払
い
を
回
避
す
る
た
め
、

個
々
の
パ
ー
ト
の
労
働
時
間
を
短
時
間
化
さ
せ
る
力
が
働
く
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
、
パ
ー
ト
は
全
国
的
に
採
用
難
が
続
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
企
業
側
が
自
社
で
働
く
主
婦
パ
ー
ト
に
「
短
時
間
化
」
を
働
き

掛
け
る
動
き
は
、
限
定
的
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
働
く
主
婦
パ
ー
ト
側
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
関
わ
る
デ
ー
タ
が
あ

る
。
夫
の
扶
養
内
で
働
き
続
け
る
た
め
に
、
妻
が
労
働
時
間
や
年
収
を
一

定
に
抑
え
る
「
就
業
調
整
」
を
、
妻
自
身
が
行
っ
て
い
る
か
否
か
を
聞
い

た
結
果
だ
（
図
２
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
就
業
調
整
を
し
て
い
る
主
婦
パ

ー
ト
は
五
一
・
三
％
。
前
年
に
比
べ
、
わ
ず
か
な
が
ら
減
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
半
数
は
調
整
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
。

　

就
業
調
整
を
す
る
か
否
か
は
、
仕
事
に
対
す
る
主
婦
パ
ー
ト
本
人
の
価

値
観
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
。

と
い
う
の
も
、
主
婦
が
働
く
必
要
性
は
、
保
有
す
る
資
産
、
夫
の
年
収
に

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
だ
。
一

方
、
子
ど
も
の
年
齢
や
人
数
、
介
護
負
担
の

程
度
か
ら
、
実
際
に
働
け
る
時
間
も
変
わ
っ

て
く
る
。
し
か
も
、
そ
の
状
況
は
年
々
変
わ

る
。
と
く
に
子
ど
も
の
成
長
は
速
く
、
ち
ょ

っ
と
前
ま
で
「
マ
マ
、
マ
マ
」
だ
っ
た
の
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
自
立
し
て
い
く
。

　

か
つ
て
は
、
夫
や
夫
の
両
親
が
妻
が
長
時

間
働
く
こ
と
を
嫌
が
っ
た
り
認
め
な
い
た
め
、

妻
が
仕
事
を
制
限
す
る
こ
と
が
実
際
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
価
値
観
も
薄
く
な

り
、む
し
ろ「
妻
に
も
っ
と
稼
い
で
ほ
し
い
」

夫
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

扶
養
内
で
働
く
こ
と
に
よ
る
、
個
々
の
家

庭
で
の
「
お
得
さ
度
合
」
の
み
な
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
で
、
女
性
は
自

出所：株式会社マイナビ「主婦のアルバイト調査（2021 年）」

図２●
2020 年全体
（n=1600）

2021 年全体
（n=1600）

 0% 20% 40% 60% 80% 100%

52.3 47.7

51.3 48.7

就業調整している 就業調整していない
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ら
の
働
き
方
を
選
択
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
拡
大
で
女
性
の
働
き
方
が

ど
う
変
わ
る
か
は
、「
一
概
に
は
言
え
な
い
」
の
が
実
際
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
女
性
の
働
き
方

　

そ
の
一
方
で
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
就
業
調
整
す
る
主
婦
パ
ー
ト
は
、

今
後
減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
第
一
の
理
由
は
、
日

本
の
経
済
状
況
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
速
に
加
え
、
円
安
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
に
端
を
発
す
る
モ
ノ
や
食
料
、
資
源
価
格
の
高
騰
な

ど
、
好
景
気
を
期
待
で
き
る
要
素
は
見
え
て
い
な
い
。
と
な
れ
ば
、
夫
の

収
入
の
向
上
も
、
一
般
的
に
は
期
待
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

こ
れ
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
出
生
率
は
一
段
と
低
下
し
た
。
支
え

手
が
減
り
続
け
る
中
、
高
齢
化
は
進
み
、
社
会
保
障
費
は
増
大
の
一
途
で

あ
る
。
そ
ん
な
中
、
離
婚
が
増
え
る
な
ど
、「
結
婚
し
て
い
る
女
性
も
経

済
的
に
自
立
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
重
要
性
」
を
、
女
性
自
身
が
よ
り
強

く
感
じ
始
め
て
い
る
よ
う
に
、
私
に
は
見
え
て
い
る
。

　

加
え
て
、
結
婚
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
い
事
実
と
し
て
、
女
性
の
平
均

寿
命（
ゼ
ロ
歳
時
点
で
の
平
均
余
命
）の
長
さ
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省「
令

和
三
年
簡
易
生
命
表
の
概
況
」
に
よ
る
と
、
二
〇
二
一
年
の
そ
れ
は
男
性

が
八
一
・
四
七
年
、
女
性
は
八
七
・
五
七
年
と
な
り
、
男
女
差
は
、
六
・

一
〇
年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
差
が
今
後
ど
う
な
る
か
？　

寿
命
が
さ
ら

に
伸
び
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
平
均
す
れ
ば
女
性
の
方
が
老
後
は
長

い
。
し
か
も
平
均
“
余
命
”
は
、
現
在
の
年
齢
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。

　

た
と
え
ば
三
〇
歳
女
性
の
平
均
余
命
は
、
五
八
・
〇
年
も
あ
る
（
男
性

は
五
二
・
〇
九
年
）。
五
〇
歳
女
性
の
そ
れ
は
三
八
・
六
一
年
（
同
三
二

・
九
三
年
）
で
あ
り
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
後
、
生
き
が
い
を
見
つ

け
、
何
等
か
の
手
段
で
生
き
る
糧
を
得
て
、
人
生
を
全
う
し
て
い
く
年
数

は
、
と
く
に
女
性
に
お
い
て
そ
こ
そ
こ
長
い
。
仕
事
に
注
力
す
る
こ
と
で
、

や
り
が
い
や
生
き
が
い
を
見
出
す
人
も
増
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
今
回
の
適
用
拡
大
で
労
働
時
間
を
短
縮
し
た
り
、
逆
に
一
気

に
増
や
す
女
性
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
り
長
い
目
で
見
れ
ば
、
社

会
全
体
の
環
境
の
変
化
の
方
が
影
響
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
、

大
き
な
流
れ
が
、
女
性
の
働
き
方
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　

今
回
は
「
女
性
の
働
き
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
が
、
変
化
は
何
も
女
性

に
限
ら
な
い
。男
性
も
女
性
も
、「
男
性
は
大
黒
柱
と
し
て
一
家
を
支
え
る
」

「
女
性
は
家
事
・
育
児
で
家
庭
を
支
え
る
」と
い
う
過
去
の
固
定
化
さ
れ
た

役
割
分
担
を
今
後
さ
ら
に
ほ
ど
い
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

考
え
方
と
し
て
は
、
仕
事
と
私
事
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
）
を
合
わ
せ
た
人

生
全
体
を
い
か
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
。
生
き
る
た
め
に
必
要
な
収
入
を

得
つ
つ
、
た
と
え
ば
女
性
で
も
男
性
で
も
短
日
や
短
時
間
勤
務
を
普
通
に

選
択
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

個
人
的
に
は
、
互
い
が
互
い
の
人
生
を
ゆ
る
や
か
に
支
え
合
い
、
誰
も

が
ま
た
と
な
い
人
生
を
、
彩
り
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
、
そ
ん
な
世
の
中
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。


